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伝
承
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
祭
囃
子

　
　
―
東
京
都
大
田
区
、
神
奈
川
県
川
崎
市
を
中
心
に
―

髙
久
　
舞

　
　
　

は
じ
め
に

　

旧
東
京
府
荏
原
郡
で
あ
る
現
在
の
東
京
都
目
黒
区
、品
川
区
、大
田
区
、

世
田
谷
区
で
は
、
四
〇
以
上
の
祭
囃
子
を
伝
承
す
る
団
体
（
以
下
、
囃
子

連
）
が
あ
る
。
こ
の
地
域
で
伝
承
さ
れ
る
祭
囃
子
は
、
鋲
留
太
鼓
一
人
、

枠
付
き
締
太
鼓
二
人
、
篠
笛
一
人
、
手
平
鉦
一
人
で
構
成
さ
れ
、
五
人
囃

子
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
…
…
系
統
」「
…
…
流
」
と
い
う
流

派
名
を
技
法
と
共
に
伝
承
す
る
囃
子
連
が
多
い
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
東

京
都
大
田
区
と
多
摩
川
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
神
奈
川
県
川
崎
市
で
も
同
様

で
、
祭
囃
子
の
演
者
た
ち
は
自
分
た
ち
の
祭
囃
子
を
目
黒
系
統
、
相
模
系

統
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
系
統
と
共
に
継
承
し
て
い
る

の
が
、
師
匠
の
名
で
あ
る
。「
…
…
師
匠
か
ら
習
っ
た
た
め
、
目
黒
系
統

で
あ
る
」
な
ど
と
語
る
場
合
が
多
い
。
伝
承
者
の
話
に
よ
る
と
、
祭
囃
子

の
演
奏
を
し
て
い
る
と
「
誰
か
ら
習
っ
た
の
か
？
」
と
必
ず
聞
か
れ
る
の

だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
伝
承
者
自
身
が
師
匠
に
つ
い
て
話
す
際
、
そ
の
師

匠
は
誰
の
弟
子
で
あ
っ
た
か
、
い
か
に
笛
や
太
鼓
の
名
手
で
あ
っ
た
か
、

ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を
語
る
。
師
匠
の
系
譜
、
名
手
の
系
譜

に
自
ら
を
位
置
づ
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
大
田
区
と
川
崎
市
の
祭
囃
子
伝
承
者
ら
が
語
る
特
定
の
人
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物
を
確
認
し
、彼
ら
と
祭
囃
子
の
伝
承
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　

一
、
民
俗
芸
能
に
お
け
る
個
の
問
題

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
民
俗
芸
能
に
お
い
て
特
定
の
個
の
伝
承
者
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
確
認
す
る
。

　

民
俗
学
が
対
象
と
す
る
伝
承
者
は
「
あ
る
社
会
の
人
々
と
し
て
集
団
的

に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
伝
承
者
を
論
じ
る
と
き
の
前
提
と
な
る（

（
（

」
の

で
あ
り
、
民
俗
芸
能
の
伝
承
者
も
個
で
は
な
く
集
団
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

専
業
者
で
は
な
く
非
専
業
者
が
そ
の
対
象
で
あ
っ
た
。
折
口
信
夫
が
芸
能

の
伝
承
者
を
論
じ
る
際
に
欠
か
せ
な
い
の
は
「
ほ
か
ひ
び
と
」
で
あ
る
。

後
世
の
芸
能
者
の
祖
と
し
て
考
え
て
い
た
「
ほ
か
い
び
と
」
は
流
民
団
で

あ
り
個
人
で
は
な
い
。
ま
た
、
戦
後
の
論
考
に
な
る
が
、「
地
方
文
化
の

幸
福
の
た
め
に
」
の
中
で
、「
芸
能
は
一
人
で
な
し
、
必
、
幾
人
か
複
数

の
人
で
な
い
と
行
は
れ
な
い
。
例
へ
ば
、
踊
り
で
も
、
一
人
の
も
の
は
芸

術
で
あ
つ
て
も
芸
能
で
は
な
い（

（
（

。」
と
述
べ
、
あ
く
ま
で
芸
能
の
対
象
は

集
団
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
集
団
で
行
う
芸
能
と
、
個
人
で
行
う
芸
術

に
つ
い
て
は
、「
年
中
行
事
―
民
間
行
事
伝
承
の
研
究
―（

（
（

」
や
「
芸
能
伝

承
の
話（

（
（

」
な
ど
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
が
、
芸
能
と
芸
術
は
互
い
に
行
き

来
す
る
関
係
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、「
変
化
を
掌
っ
て
い

る
階
級
（
掌
る
と
い
う
語
は
よ
く
な
い
が
）、
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

に
目
的
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
の
手
に
渡
る
と
、
こ
れ
は
も
う
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
で
は
な
く
な
る（

（
（

」
と
、
意
志
の
あ
る
個
人
が
芸
能
と
芸
術
の
変
化
に

携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。

　

折
口
は
個
に
つ
い
て
深
く
言
及
し
て
い
な
い
が
、
折
口
以
後
の
研
究
者

た
ち
は
、
芸
能
を
伝
承
す
る
個
の
存
在
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
見
解
を
述
べ

て
い
る
。
例
え
ば
池
田
彌
三
郎
は
、「
個
的
因
由
で
は
な
く
、
集
団
的
因

由
を
見
出
す
こ
と（

（
（

」
を
芸
能
研
究
の
目
的
に
置
い
て
い
な
が
ら
も
、「
俳

優
の
分
野
で
は
、
没
個
性
的
な
面
だ
け
に
問
題
を
限
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
い
い
、「
よ
き
芸
能
の
伝
承
者
」
は
「
名
人
上
手
の
同
義
語
」
で

あ
る
た
め
、「
名
人
上
手
、
名
優
の
出
現
と
い
う
こ
と
を
没
却
で
き
な
い（

（
（

」

と
い
う
。
三
隅
治
雄
も
、
民
俗
芸
能
は
、
個
人
の
作
為
が
加
わ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
を
支
持
し
演
じ
て
き
た
の
は
「
地
域
社
会
そ
れ
ぞ
れ
の
不
特

定
多
数
の
常
民
」
で
あ
り
、「
そ
の
性
格
は
没
個
性
的
な
集
団
性
の
強
い

も
の
に
な
っ
て
く
る
」
と
集
団
性
を
強
調
し
な
が
ら
も
、「
一
定
の
旋
律

や
振
り
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
〝
個
人
〟
が
あ
っ
て
よ
い

は
ず
」
と
も
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
三
隅
は
、
地
域
共
同
体
の
中
で
現
れ

る
、「
抜
群
の
技
能
を
も
つ
者
、
情
熱
を
も
つ
者
が
い
て
、
そ
れ
が
先
導

し
て
部
落
の
芸
能
を
活
気
あ
る
も
の
に
し
た（

（
（

」
特
異
な
個
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
古
代
に
お
い
て
神
位
を
占
う
祭
り
の
場
で
特
異
な
行
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動
・
言
動
を
行
う
「
異
常
人
物
」
が
、
芸
能
史
上
に
出
没
す
る
と
言
及
し

て
い
る（

（1
（

。

　

橋
本
裕
之
は
『
芸
能
的
思
考
』
の
な
か
で
、「
芸
能
は
い
か
な
る
ば
あ

い
で
あ
っ
て
も
、
大
な
り
小
な
り
特
定
の
個
人
が
も
つ
美
的
価
値
に
左
右

さ
れ
ざ
る
を
得
な
い（
（1
（

。」
と
、
芸
能
に
お
け
る
個
人
の
存
在
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
橋
本
は
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
発
刊
さ
れ
た
『
王
の
舞

の
民
俗
学
的
研
究（
（1
（

』
の
頃
か
ら
「
個
の
領
域
」
に
関
心
を
よ
せ
て
お
り
、

『
民
俗
芸
能
研
究
と
い
う
神
話（
（1
（

』
で
は
「
個
の
領
域
」
を
「
異
常
人
物
」

と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
て
論
述
し
て
い
る
。『
芸
能
的
思
考
』
で
は
「
異

常
人
物
」
と
い
う
語
は
使
用
し
て
い
な
い
が
、
芸
能
は
そ
も
そ
も
こ
の
領

域
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
民
俗
芸
能
は
そ
の
共
同
性
に

よ
り
個
人
的
な
能
力
を
抑
制
し
て
い
る
が
、「
実
際
は
美
的
価
値
を
突
出

さ
せ
る
特
定
の
個
人
に
依
存（
（1
（

」
す
る
こ
と
で
伝
承
し
て
い
る
場
合
が
少
な

く
な
い
と
述
べ
て
い
る
。「
独
創
的
か
つ
個
性
的
な
人
物
は
い
わ
ゆ
る
民

俗
芸
能
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
場
に
お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
出
会
う
こ
と
が

で
き
る（
（1
（

」
と
も
い
い
、
こ
の
「
独
創
的
か
つ
個
性
的
な
人
物
」
が
「
芸
能

を
成
立
さ
せ
る
上
で
、
お
そ
ら
く
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ

う（
（1
（

」
と
主
張
し
て
い
る
。

　
「
断
絶
・
再
生
・
継
承
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

の
民
俗
芸
能
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
パ
ネ
ラ
ー
の
一
人
で
あ
る
神
田

よ
り
子
が
、
芸
能
を
継
承
す
る
一
流
の
舞
い
手
が
い
か
に
自
分
の
芸
能
を

伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
早
池
峰
の
山
岳
神
楽
と
黒
森
神
楽
を
例
に
具

体
的
に
述
べ
て
い
る
。
の
ち
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
文
化
的
背
景

の
異
な
る
伝
承
者
が
伝
承
に
携
わ
る
こ
と
に
よ
る
芸
の
変
化
、
芸
能
の
連

続
性
と
不
連
続
性
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
多
く
の
意
見
と
問
題
提
起
が

な
さ
れ
た（
（1
（

。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
の
発
案
者
で
あ
る
大
石
泰
夫
は
、
民
俗

芸
能
研
究
の
多
く
は
、「
社
会
性
・
集
団
性
と
い
う
視
点
か
ら
こ
れ
を
分

析
し
て
き
た
」
が
、
芸
能
の
要
素
は
「
個
人
の
身
体
技
術
よ
る
「
芸
」
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る（
（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
個
人
の
身
体

技
術
の
伝
承
は
、
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
技
術
的

に
は
三
代
目
に
し
て
最
初
の
師
匠
の
「
半
分
に
も
満
た
な
い
伝
承
率
に

な
っ
て
し
ま
う（
（1
（

」
と
い
う
。
し
か
し
、
民
俗
芸
能
の
伝
承
と
は
単
に
身
体

技
術
を
コ
ピ
ー
す
る
の
で
は
な
く
、「
不
連
続
を
連
続
と
認
知
す
る
仕
組

み
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
稽
古
の
場
に
お
い
て
「
変
え
て
は
い
け
な

い
も
の
」
と
「
変
え
て
よ
い
も
の
」
が
「
民
俗
芸
能
の
普
遍
性
の
認
識
に

深
く
関
わ
っ
て
い
る（
（2
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
大
石
は
『
芸
能
の
〈
伝

承
現
場
〉
論
』
に
お
い
て
、
熟
練
し
た
芸
、
演
技
評
価
の
価
値
基
準
は
、

「
民
俗
社
会
の
民
俗
芸
能
を
取
り
巻
く
構
造
の
中
に
存
し
て（
（2
（

」
お
り
、「
民

俗
社
会
と
演
技
者
個
人
の
〈
知
〉
や
個
性
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
捉
え
直

さ
れ
、再
解
釈
さ
れ
る
中
に
可
変
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（
（2
（

」と
い
う
。
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教
え
る
側
と
教
え
ら
れ
る
側
の
関
係
性
、
民
俗
社
会
、
伝
承
母
体
の
変
容

が
民
俗
芸
能
の
伝
承
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、「
よ
い
」「
悪
い
」「
変
え

て
は
い
け
な
い
」「
変
え
て
よ
い
」
と
い
う
価
値
判
断
は
民
俗
芸
能
を
教

え
る
個
人
が
勝
手
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
社
会
の
中
で
選
択
し
た
も
の

な
の
で
あ
る
。

　

俵
木
悟
も
民
俗
芸
能
を
伝
承
し
て
い
る
団
体
（
保
存
会
）
に
参
加
す
る

「
伝
承
者
」
や
「
担
い
手
」
を
複
数
の
個
人
で
は
な
く
、
ひ
と
ま
と
め
に

し
て
捉
え
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
た
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
が

「
一
つ
の
民
俗
芸
能
の
実
践
に
向
か
う
と
き
、
ど
の
よ
う
な
調
整
が
行
わ

れ
、
何
が
犠
牲
に
な
る
の
か
、
ま
た
個
々
が
実
践
に
関
わ
り
続
け
る
動
機

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か（
（2
（

」
を
丹
念
に
描
い
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
松
尾
恒
一
は
橋
本
の
い
う
「
異
常
人
物
」
へ
の
着
目
に
同

意
し
な
が
ら
、
近
年
の
都
市
祭
礼
を
例
に
挙
げ
、「
卓
抜
と
し
た
技
芸
を

有
し
て
、
群
を
抜
こ
う
と
す
る
個
人（
（2
（

」
の
ほ
か
、
反
社
会
的
な
行
為
を
行

う
人
々
、
そ
れ
を
制
御
し
よ
う
と
す
る
人
々
な
ど
の
関
係
性
と
日
常
に
注

目
す
る
こ
と
で
、「
芸
能
・
祭
礼
を
継
続
さ
せ
て
い
る
要
因
を
発
見（
（2
（

」
し

分
析
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

民
俗
芸
能
に
関
わ
る
特
定
の
個
の
伝
承
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
論

じ
ら
れ
て
き
た
が
、
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
三
隅
や

橋
本
に
よ
り
「
抜
群
の
技
能
を
も
つ
者
、
情
熱
を
も
つ
者
」「
異
常
人
物
」

「
独
創
的
か
つ
個
性
的
な
人
物
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
個
人
が
、
芸
能
の

伝
承
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
す
る
突
出
し
た
個
人
論
で
、
も
う
一
つ

は
大
石
や
俵
木
が
言
及
し
て
い
る
芸
能
を
伝
承
す
る
個
人
が
、
他
の
個
や

芸
能
を
取
り
巻
く
社
会
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
着
目
し

た
、
個
の
伝
承
者
と
民
俗
社
会
の
関
係
性
論
で
あ
る
。
筆
者
が
関
心
を
も

つ
の
は
後
者
に
近
く
、
特
定
の
個
が
芸
能
の
伝
承
過
程
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
て
い
る
の
か
論
じ
て
い
き
た
い
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
特
定
の

個
人
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
を
確
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
次
章
は
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て
大
田
区
と
川
崎
市
の
祭
囃
子
伝
承
者

ら
が
語
る
特
定
の
人
物
を
と
り
あ
げ
る
。

　
　
　

二
、
語
ら
れ
る
人
物

　

東
京
都
大
田
区
と
神
奈
川
県
川
崎
市
の
囃
子
連
の
由
来
に
つ
い
て
ま
と

め
た
も
の
が
表
１
と
な
る
。
平
成
二
十
八
年
現
在
、
聞
取
り
調
査
が
及
ん

で
い
な
い
囃
子
連
に
つ
い
て
は
、
文
献
資
料
か
ら
わ
か
る
範
囲
で
記
載
し

て
い
る
。

　

13
番
、21
番
の
よ
う
に
地
名
の
み
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
は
基
本
的
に
具
体
的
な
名
前
を
挙
げ
、
自
分
た
ち
が
伝
承
し
て
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表１　大田区、川崎市の祭囃子由来一覧
団体名 由来 備考

大
田
区

大森
地区

1 大森橋本囃
子会

橋本義助が、大森の奥島慶次郎、糀谷の小田川四郎に伝
授した。

80代男性（2014/11聞
取り）

2 向睦囃子連 荏原郡大井村（現・品川区大井）の煎餅屋留七から始ま
り、倉本彦五郎・三五郎、平林米吉（山王の米さん）、
野口政吉（野口屋）へと伝授された。

『江戸の祭囃子』

3 八幡睦会お
囃子部

煎餅屋留七から倉本三五郎、平林米吉、野口政吉へと伝
授された。野口政吉が直接の師匠にあたる。

『江戸の祭囃子』

池上
地区

4 池上囃子保
存会

市野倉の横溝吉五郎、堤方の荒忠蔵、徳持の指田豊吉ら
によって目黒囃子を習得した。

『大田区文化財第15集
　郷土芸能』

調布
地区

5 田園調布囃
子連

鈴木要三郎という名人がいた。鈴木要三郎の弟子の酒井
千里が現在の囃子連の師匠である。

70代男性（2016/5聞取
り）

6 田園調布西
囃子連

下沼部の平野次郎や鈴木要三郎が落合仁三夫ほか六～七
名に伝授した。　

60代男性（2014/9聞取
り）

7 雪谷囃子保
存会

洗足の鈴木万蔵（通称千束万さん）が伝えた。 60代男性（2014/9聞取
り）

蒲田
地区

8 羽田囃子保
存会

橋本儀助が大森の奥島慶次郎ら伝え、奥島は羽田の金子
直吉に伝授。直吉から邑石吉央郎、星野谷重太郎へ伝わっ
た。金子直吉は一時期囃子を辞めていたが、星野谷に誘
われ戦後復活。羽田を一つにまとめた。

70代男性（2016/10聞
取り）

9 六郷囃子保
存会

平野惣次郎（六郷の惣さん）という名人がいた。平野惣
次郎が中山安太郎（花屋のヤスさん）に伝授した。また、
布川徳次郎（カジ徳・徳寿）とその子息・仙蔵（仙時）
という名人もいた。当時六郷に丁稚奉公にきていた川崎
大師の木村和次郎は、仙蔵から六郷囃子を習った。六郷
はのちに、木村和次郎を師匠に迎え復活した。

80代・70代男性（2014/6
聞取り）

10 蒲田囃子 はじめ、池上囃子の高森武雄から指導を受け、後に羽田
の金子勝に引き継がれて囃子を習った。

『江戸の祭囃子』

川
崎
市

川崎
区

11 若宮八幡宮
囃子保存会

木村和次郎が、六郷に丁稚奉公をしていた折に、布川仙
蔵から囃子を習い、地元に戻ってから囃子を広めた。

80代男性（2014/6）

12 川中島囃子
保存会

六郷囃子の中山安太郎に師事し、池上新町囃子の石黒友
吉指導の元、囃子連を形成した

『川崎市民俗芸能保存
協会創立30周年記念
誌』

13 中島八幡神
社囃子保存
会

綱島から六郷に伝えられた囃子が、当地に伝えられた。 『川崎市民俗芸能保存
協会創立30周年記念
誌』

14 池上新町囃
子保存会

観音町の中山安太郎が、六郷の平野惣次郎より六郷囃子
を継ぎ、石黒友吉、池上元三が習得した。

『大師河原の民俗』

幸区 15 戸手中部囃
子保存会

戦前は金子金吾を中心に旺盛を極めたが中断。昭和40年
代に復活した。

『川崎市民俗芸能保存
協会創立30周年記念
誌』

中原
区

16 大戸神社祭
囃子保存会

下小田中村の内藤忠七が、芝の伊皿子の仙馬より習得し
た。

『川崎市民俗芸能保存
協会創立30周年記念
誌』

17 宮内祭囃子
保存会

宮内の黒田清五郎が、洗足で囃子を習い、当地に広めた。
戦後は鈴木要三郎がよく指導にきてくれた。

80代男性（2016/8聞取
り）、『大田区文化財第
15集　郷土芸能』

18 神地祭囃子
保存会

明治初期に初代師匠の朝山忠蔵より指導を受け、現在ま
で伝承している。

『川崎市民俗芸能保存
協会創立30周年記念
誌』

19 苅宿囃子連 羽田神社で働いていた苅宿の勘さんが羽田で囃子を習
い、当地に広めた。

70代男性（2016/10聞
取り）

高津
区

20 諏訪神社祭
囃子保存会

等々力の高橋福蔵、瀬田の新倉秀男から囃子を習得した
吉田政男より指導を受けた。吉田さんは、祭りの時に以
前から囃子に参加していた。昭和55年に衰退した囃子を
盛り上げるため、吉田さんを師匠として迎えた。

70代男性（2016/11聞
取り）

宮前
区

21 野川囃子保
存会

末長にすんでいた師匠が、高津区坂戸や横浜市の山田か
ら習って、宮前区の有馬に伝え、それが野川にも及んだ。

『川崎市文化財調査収
録』

22 白幡八幡大
神平囃子保
存会

神楽をしていた山田（やまた）のカジュウサン（織茂梶
蔵）という神楽師がおり、平の有力者がこのカジュウサ
ンを呼んで青年たちに囃子を教えてもらったのが始まり
である。カジュウサンは有馬にも囃子を教えた。

70代男性（2016/9聞取
り）

多摩
区

23 宿河原囃子
保存会

横浜市港北の元石川から習った囃子を演奏していたが、
大田区田園調布の鈴木要三郎という人物によって、現在
の囃子になった。

80代男性（2016/8聞取
り）
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い
る
祭
囃
子
の
由
来
を
語
っ
て
い
る
。
大
田
区
と
川
崎
市
は
、
多
摩
川
を

隔
て
て
隣
の
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
交
流
が
盛
ん
で
あ
り
、
語
ら
れ
る

名
前
が
同
じ
場
合
も
多
い
。
例
え
ば
、
9
番
、
11
番
、
14
番
に
登
場
す
る

の
が
、
平
野
惣
次
郎
で
あ
る
。
そ
の
弟
子
に
あ
た
る
の
が
、
9
番
、
11
番
、

12
番
で
語
ら
れ
て
い
る
中
山
安
太
郎
で
あ
る
。
六
郷
と
川
崎
市
川
崎
区
で

は
、
平
野
惣
次
郎
の
系
譜
の
囃
子
を
現
在
も
演
奏
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

と
な
る
。

　

平
野
惣
次
郎
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
生
ま
れ
、
昭
和

三
十
年（
一
九
五
五
）頃
没
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。平
野
が
生
ま
れ
育
っ

た
六
郷
で
は
以
前
か
ら
祭
囃
子
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
伝
承
さ

れ
た
具
体
的
年
月
は
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
、
明
治
二
十
五
年
生
ま
れ
の

平
野
や
、『
大
田
区
文
化
財
第
一
五
集　

郷
土
芸
能
』
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
布
川
徳
次
郎
（
カ
ジ
徳
）、
明
治
三
十
年
生
ま
れ
の
布
川
仙
蔵
の

話
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
中
期
か
ら
末
頃
に
は
す
で
に
伝
承

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
田
区
で
祭
囃
子
の
調
査
が
行
わ
れ
た
昭
和
五
十
年
代
に
は
活
発
な
活

動
が
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
後
継
者
不
足
と
高
齢
化
が

進
み
、
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
指
導
者
不
足
に
陥
っ

た
六
郷
で
は
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
川
崎
大
師
の
木
村
和
次
郎
氏

を
師
匠
と
し
て
迎
え
た
。
木
村
氏
に
つ
い
て
は
、
表
の
9
番
と
11
番
で
語

ら
れ
て
い
る
。
木
村
氏
は
、
六
郷
の
畳
屋
で
丁
稚
奉
公
を
し
て
い
た
際
に

六
郷
の
祭
囃
子
を
布
川
仙
蔵
か
ら
習
得
し
、
そ
の
囃
子
を
後
に
地
元
の
川

崎
大
師
に
持
ち
帰
っ
て
広
め
た
人
物
で
あ
る
。
六
郷
に
は
、
平
野
惣
次
郎

の
系
譜
と
、
千
束
の
万
さ
ん
か
ら
習
っ
た
布
川
徳
次
郎
、
布
川
仙
蔵
、
木

村
和
次
郎
氏
の
系
譜
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
記
す
。『
大

田
区
文
化
財
第
一
五
集　

郷
土
芸
能
』で
は
、平
野
惣
次
郎
に
つ
い
て「
平

野
惣
次
郎
（
通
称
惣
さ
ん
）
が
い
て
、
笛
の
名
人
が
い
た
、
左
き
き
の
人

で
、
神
楽
に
も
出
て
お
り
、
川
崎
の
中
山
安
太
郎
氏
、
田
辺
市
太
郎
氏
な

ど
が
、
習
い
に
き
て
い
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
平
野
惣
次
郎
の
笛
を

聞
い
て
い
た
80
代
の
男
性
に
よ
る
と
、
と
て
も
品
が
あ
る
、
格
調
高
い
笛

を
吹
く
人
だ
っ
た
と
い
う
。

　

平
野
惣
次
郎
の
よ
う
に
大
田
区
と
川
崎
市
の
広
範
囲
で
伝
承
に
関
わ
っ

て
い
た
の
が
、
表
の
5
、
6
、
17
、
23
番
で
登
場
す
る
鈴
木
要
三
郎
で
あ

る
。

　

鈴
木
要
三
郎
は
現
在
の
大
田
区
田
園
調
布
本
町
で
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
に
生
ま
れ
た
。
こ
こ
で
は
以
前
か
ら
多
摩
川
浅
間
神
社
を

拠
点
と
し
て
い
る
沼
部
囃
子
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
要
三
郎
も
先
輩
で
あ

る
川
西
卯
之
助
か
ら
囃
子
を
習
っ
た
。
要
三
郎
は
多
摩
川
の
砂
利
運
び
の

親
方
を
し
て
お
り
、
沼
部
を
中
心
に
、
川
崎
方
面
に
も
仕
事
へ
行
っ
て
い

た
。
仕
事
を
終
え
た
要
三
郞
が
夜
笛
を
吹
い
て
い
る
と
、
そ
の
笛
の
音
色
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を
聞
い
た
土
地
の
若
者
が
教
え
て
ほ
し
い
と
や
っ
て
来
た
と
い
う
。

　

表
23
番
の
宿
河
原
囃
子
保
存
会
は
、
川
崎
市
多
摩
区
の
宿
之
島
で
結
成

さ
れ
た
囃
子
連
で
あ
る
。
宿
之
島
で
は
以
前
か
ら
囃
子
が
あ
っ
た
と
い
う

が
、
あ
る
時
、
多
摩
川
の
砂
利
運
搬
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
関
係
で
舟

に
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
要
三
郎
が
、
風
呂
を
借
り
に
来
た
。
そ
こ
は
囃
子

連
の
人
の
家
で
あ
っ
た
た
め
楽
器
が
あ
り
、
要
三
郎
は
囃
子
連
の
連
中
に

太
鼓
と
鉦
を
叩
か
せ
て
、
自
身
は
笛
を
吹
い
た
。
そ
の
笛
が
あ
ま
り
に
上

手
で
あ
っ
た
た
め
、
宿
之
島
の
若
者
は
要
三
郎
か
ら
祭
囃
子
を
教
え
て
も

ら
っ
た
。
現
在
の
宿
之
島
（
宿
河
原
囃
子
保
存
会
）
で
は
、
以
前
演
奏
し

て
い
た
祭
囃
子
で
は
な
く
、
要
三
郎
に
教
わ
っ
た
祭
囃
子
を
継
承
し
て
い

る
。

　

宿
河
原
囃
子
保
存
会
で
聞
い
た
こ
の
話
は
、
彼
が
祭
囃
子
の
名
手
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
で
は
具
体
的
に
、
要
三
郎

が
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
か
、
八
十
歳
代
の
弟
子
の
話
か
ら
、
確
認

し
て
い
き
た
い
。

　

要
三
郎
は
戦
時
中
、
軍
楽
隊
で
ラ
ッ
パ
の
奏
者
を
し
て
い
た
。
軍
楽
隊

に
所
属
し
て
い
る
際
、
上
官
か
ら
生
ま
れ
て
初
め
て
ジ
ャ
ズ
を
聞
か
せ
て

も
ら
い
衝
撃
を
受
け
た
と
い
う
。
何
に
衝
撃
を
受
け
た
の
か
と
い
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
が
各
々
演
奏
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
の
ま

と
ま
っ
た
音
楽
と
し
て
聞
こ
え
た
か
ら
だ
と
い
う
。
他
の
楽
器
の
邪
魔
を

せ
ず
各
楽
器
の
聴
か
せ
ど
こ
ろ
が
あ
る
ジ
ャ
ズ
と
、
要
三
郎
が
習
っ
た
沼

部
囃
子
を
比
べ
た
。
当
時
の
沼
部
囃
子
は
シ
ラ
ベ
と
呼
ば
れ
る
枠
付
き
締

太
鼓
二
つ
の
掛
け
合
い
が
中
心
の
、
リ
ズ
ム
が
と
て
も
早
い
囃
子
で
あ
っ

た
た
め
、
ジ
ャ
ズ
を
聞
い
て
以
降
は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
る
よ
う
に

聞
こ
え
た
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
戦
後
、
沼
部
囃
子
の
改
革
を
始
め
、「
聴

か
せ
る
囃
子
」
に
す
る
た
め
に
リ
ズ
ム
を
ゆ
っ
く
り
し
、
味
を
出
そ
う
と

し
た
。
祭
囃
子
は
「
ひ
と
っ
ぱ
や
し
」
と
呼
ば
れ
る
組
曲
を
演
奏
す
る
。

そ
の
「
ひ
と
っ
ぱ
や
し
」
を
同
じ
調
子
で
演
奏
す
る
の
で
は
な
く
、
た
っ

ぷ
り
と
聴
か
せ
る
と
こ
ろ
は
聴
か
せ
、
シ
ラ
ベ
の
掛
け
合
い
の
面
白
さ
を

全
面
に
出
し
、
最
初
と
最
後
に
演
奏
す
る
「
破
矢
」
と
い
う
曲
で
疾
風
の

ご
と
く
盛
り
上
が
る
よ
う
な
流
れ
を
作
っ
た
。

　

こ
の
沼
部
囃
子
の
改
革
に
は
、
要
三
郎
だ
け
で
な
く
彼
の
弟
の
政
吉
も

尽
力
し
て
い
る
。
鈴
木
兄
弟
は
研
究
熱
心
で
馬
込
に
い
た
名
人
の
笛
の
手

を
盗
ん
で
勉
強
を
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
囃

子
を
作
り
な
お
し
た
。
例
え
ば
要
三
郎
は
、
笛
を
吹
く
際
に
違
う
孔
を
同

時
に
抑
え
ず
に
、
わ
ざ
と
少
し
だ
け
時
間
差
を
つ
け
て
抑
え
、
音
の
揺
れ

が
出
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
太
鼓
に
関
し
て
は
特
に
、「
師
調
目
」
と

い
う
曲
の
中
で
演
奏
す
る
「
玉
入
れ
」
と
い
う
、
笛
の
テ
ン
ポ
に
合
わ
せ

て
太
鼓
が
ア
ド
リ
ブ
を
打
つ
箇
所
の
研
究
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
玉

入
れ
」
が
太
鼓
の
聴
か
せ
ど
こ
ろ
だ
と
捉
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
八
十
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歳
代
の
男
性
が
要
三
郎
か
ら
習
っ
た
の
は
、「
短
い
バ
チ
を
繋
げ
て
玉
に

す
る
」と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。短
い
バ
チ
と
は
、「
ス
テ
テ
ン
テ
レ
ス
ク
」

で
一
区
切
り
、「
テ
テ
ス
ク
テ
テ
テ
ン
」
で
一
区
切
り
に
し
、
ず
っ
と
繋

げ
ず
に
間
を
と
る
。「
ス
テ
テ
ン
テ
レ
ス
ク
」
の
最
後
で
、
一
度
太
鼓
の

バ
チ
を
交
差
さ
せ
て
音
を
抑
え
る
。
こ
れ
を
「
音
を
殺
す
」
と
い
う
。
こ

の
技
法
は
以
前
か
ら
あ
り
、ど
こ
の
囃
子
連
で
も
行
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

強
調
さ
せ
る
こ
と
で
味
を
出
そ
う
と
し
た
。
弟
の
政
吉
は
、
ド
ラ
マ
で
見

た
巌
流
島
の
戦
い
を
ヒ
ン
ト
に
、
囃
子
の
「
燕
返
し
」
を
作
っ
た
。「
テ

テ
ス
ク　

ス
テ
ス
ク　

ス
テ
ス
ク　

テ
テ
ス
ク
…
…
」
だ
と
、
早
く
な
っ

て
し
ま
う
（
流
れ
て
し
ま
う
）
か
ら
、「
テ
テ
ン
ガ　

ス
テ
ン
ガ　

ス
テ

ン
ガ　

テ
ン
ガ　

テ
テ
ン
ガ　

ス
テ
ン
ガ　

ス
テ
ス
テ
ス
テ
ス　

テ
テ
ン

ガ
」（
ン
ガ　

は
打
た
な
い
）
と
し
た
。
間
を
入
れ
る
こ
と
で
聴
か
せ
る

囃
子
に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
羽
田
船
大
工
の
カ
ナ
ヅ
チ
の

打
ち
音
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
食
事
を
す
る
前
の
待
ち
時
間

で
も
箸
で
テ
ー
ブ
ル
を
打
ち
、
電
車
に
乗
っ
て
い
る
時
間
で
も
手
指
で
膝

を
打
っ
て
い
る
ほ
ど
、
常
に
囃
子
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
で
あ
っ
た
と

い
う
。
囃
子
の
研
究
は
彼
ら
が
亡
く
な
る
ま
で
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
昭

和
三
十
年
代
に
な
る
と
、
当
時
川
崎
市
や
大
田
区
で
名
人
と
言
わ
れ
て
い

た
、
鈴
木
要
三
郎
、
平
野
惣
次
郎
の
ほ
か
、
の
ち
に
世
田
谷
区
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
と
な
っ
た
等
々
力
の
高
橋
福
蔵
や
、
横
浜
市
港
北
区
山
田
の

長
谷
川
勝
蔵
な
ど
が
、
祭
り
な
ど
を
通
し
て
交
流
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
笛
の

手
を
覚
え
て
交
換
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
聴
か
せ
る
囃
子
」「
人
を
寄
せ
る
囃
子
」
に
し
よ
う
と
し
た
鈴
木
要
三

郎
の
試
み
は
見
事
に
は
ま
り
、
前
述
し
た
宿
之
島
を
は
じ
め
、
要
三
郎
が

仕
事
で
訪
れ
た
先
で
そ
の
土
地
の
若
者
が
笛
の
音
色
を
聞
く
と
教
え
て
ほ

し
い
と
寄
っ
て
き
た
。
二
子
新
地
（
神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
二
子
）、

久
地
（
神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
久
地
）、
北
品
川
（
東
京
都
品
川
区
北

品
川
）
や
、
引
っ
越
し
た
先
の
平
塚
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）
で
も
祭
囃
子

を
教
え
た
。『
大
田
区
文
化
財
第
一
五
集　

郷
土
芸
能
』
に
よ
れ
ば
、
川

崎
市
中
原
区
の
宮
内
で
も
指
導
し
、
北
見
方
（
神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区

北
見
方
）、
溝
の
口
（
神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
溝
口
）
に
も
指
導
へ
行
っ

て
い
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
広
範
囲
に
わ
た
り
、
要
三
郎
の
祭
囃
子
は

浸
透
し
て
い
っ
た
。
要
三
郎
が
大
き
く
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
祭
囃
子
が
こ

れ
ら
の
地
域
の
人
々
か
ら
評
価
さ
れ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
人
、
表
の
中
で
よ
く
出
て
く
る
名
前
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
表
１
、

８
の
橋
本
儀
助
で
あ
る
。
明
治
二
十
五
年
生
ま
れ
の
平
野
惣
次
郎
や
明
治

二
十
六
年
生
ま
れ
の
鈴
木
要
三
郎
に
比
べ
て
、年
代
は
一
世
代
上
で
あ
る
。

大
森
の
人
で
行
商
を
し
て
お
り
、
ほ
う
ぼ
う
で
囃
子
を
教
え
、
神
奈
川
県

横
須
賀
市
で
没
し
た
と
い
う
。
橋
本
儀
助
の
曾
孫
弟
子
に
あ
た
る
羽
田
の

金
子
寿
に
よ
れ
ば
「
周
り
の
先
輩
か
ら
の
話
を
聞
く
に
、
ど
う
や
ら
基
本
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に
重
き
を
お
く
人
だ
っ
た
」
と
あ
る
が（

（2
（

、
も
ち
ろ
ん
演
奏
を
聞
い
た
こ
と

は
な
く
、
橋
本
儀
助
の
伝
承
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
表
１
番
の

大
田
区
大
森
で
活
動
を
し
て
い
る
橋
本
囃
子
会
は
、
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
に
橋
本
儀
助
を
祖
と
す
る
系
譜
の
人
々
が
有
志
で
結
成
さ

れ
た
。
ま
た
、
羽
田
で
は
自
ら
の
祭
囃
子
を
、
橋
本
儀
助
を
祖
と
す
る
囃

子
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
　
　

三
、
大
田
区
と
川
崎
市
の
伝
承
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

　

さ
て
、具
体
的
に
三
名
の
語
ら
れ
る
特
定
の
個
人
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

そ
の
内
二
名
は
「
名
人
」
と
い
わ
れ
、
技
術
的
に
特
化
し
た
人
物
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
特
に
鈴
木
要
三
郎
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
具
体
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
、
三
隅
や
橋
本
の
い
う
「
異
常
人
物
」
な
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
名
人
と
呼
ば
れ
る
人
物
は
要
三
郎
や
平
野
惣
次
郎
の
ほ
か
に
も

複
数
人
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
で
「
独
創
的
か
つ
個
性

的
な
人
物
」
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
技
量
に
つ
い
て
の
伝
承
は

残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
橋
本
儀
助
の
よ

う
な
人
物
も
い
る
。
特
定
の
個
が
伝
承
過
程
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

る
の
か
に
着
目
す
る
な
か
で
、
現
時
点
に
お
い
て
は
抜
き
ん
出
た
才
能
を

持
つ
人
物
も
、
そ
う
で
は
な
い
（
と
思
っ
て
い
る
、
思
わ
れ
て
い
る
）
人

物
も
内
包
し
た
い
と
考
え
る
た
め
、こ
れ
ら
の
特
定
の
人
物
を「
伝
承
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

本
節
で
は
、
伝
承
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
通
し
、
み
え
て
き
た
こ
と
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

　

ま
ず
一
つ
目
が
、
彼
ら
の
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
で
あ
る
。
最
も
影
響

を
与
え
た
の
は
、
音
曲
で
あ
る
。
鈴
木
要
三
郎
の
話
で
具
体
的
に
音
曲
を

ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
た
か
を
述
べ
た
。
彼
は
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
囃
子
を

ア
レ
ン
ジ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
取
り
込
む
こ
と
で
「
聴
か
せ
る
囃
子
」

を
創
り
だ
し
た
。
音
曲
の
な
か
で
変
化
を
し
た
部
分
と
変
わ
ら
な
い
部
分

に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、「
間
」
を
入
れ
る

こ
と
で
「
聴
か
せ
る
囃
子
、
人
を
寄
せ
る
囃
子
」
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
見
せ
所
を
作
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
要
素

を
入
れ
る
際
に
ヒ
ン
ト
に
し
た
の
は
、
名
人
の
手
で
あ
っ
た
り
、
テ
レ
ビ

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
、
他
に
も
大
森
の
町
工
場
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー

の
音
か
ら
囃
子
の
「
キ
ザ
ミ
」
を
創
作
し
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
音
曲
の

変
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
地
域
の
人
々
に
「
良
い
」
と
判
断
さ
れ
る
と
、

広
ま
っ
て
い
く
。
沼
部
囃
子
が
他
地
域
で
広
が
っ
た
の
は
、
こ
の
変
え
た

囃
子
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

同
じ
よ
う
な
例
と
し
て
、
川
崎
市
川
崎
区
の
囃
子
が
あ
る
。
表
9
、

12
、
14
で
登
場
す
る
中
山
安
太
郎
は
、「
大
師
囃
子
と
呼
ば
れ
る
土
地
の
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囃
子
が
あ
っ
た
が
、
や
や
テ
ン
ポ
が
速
く
、
途
中
で
人
が
変
っ
て
打
っ
た

り
、
人
が
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
入
れ
変
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
だ
ら
し
な
く
、
行

儀
が
悪
い
囃
子
」
を
、「
き
ち
っ
と
し
た
囃
子
を
や
る
た
め
に
、
昭
和
の

初
期
に
対
岸
の
六
郷
の
平
野
惣
次
郎
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
笛
を
稽
古
に
、
数

年
か
よ
っ
た
。
そ
し
て
、
き
ち
っ
と
し
た
も
の
に
し
あ
げ
た（
（2
（

」
と
い
う
。

ま
た
、
表
20
番
の
諏
訪
神
社
祭
囃
子
保
存
会
は
、
囃
子
連
の
人
数
が
四
名

と
な
っ
て
し
ま
い
囃
子
連
中
断
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
際
、
土
地
の
若
者

を
引
き
入
れ
、
ま
た
長
年
諏
訪
神
社
の
祭
り
で
囃
子
の
助
っ
人
を
し
て
い

た
吉
田
政
男
氏
（
昭
和
二
年
生
ま
れ
）
を
師
匠
と
し
て
迎
え
た
。
吉
田
氏

は
も
と
は
瀬
田
の
新
倉
秀
夫
の
弟
子
で
あ
り
、
等
々
力
の
高
橋
福
蔵
に
も

師
事
し
て
い
た
。そ
の
た
め
、現
在
諏
訪
神
社
で
演
奏
し
て
い
る
囃
子
は
、

瀬
田
・
等
々
力
の
流
れ
を
汲
む
囃
子
を
演
奏
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
に
、
特
定
の
人
物
に
よ
っ
て
新
し
い
音
曲
の
伝
承
が
始
ま
る
の
で

あ
る
。

　

二
つ
目
が
、
祭
囃
子
の
交
流
で
あ
る
。
六
郷
で
は
現
在
、
川
崎
市
の
木

村
和
次
郎
氏
が
師
匠
と
な
り
囃
子
を
伝
承
し
て
い
る
。
師
匠
が
亡
く
な
り

中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
、
以
前
六
郷
の
囃
子
を
伝
授

し
た
木
村
和
次
郎
と
い
う
人
物
が
い
る
こ
と
を
、
土
地
の
古
老
か
ら
聞
い

て
川
崎
市
ま
で
尋
ね
た
と
い
う
。
平
野
惣
次
郎
や
布
川
徳
次
郎
、
布
川
仙

蔵
な
ど
の
名
人
を
輩
出
し
た
六
郷
に
、
木
村
和
次
郎
氏
ら
当
時
の
若
者
が

集
っ
て
囃
子
を
習
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
六
郷
が
中
断
を
せ
ず
に
現
在
ま

で
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
影
響
と
も
関
係
が
あ
る
が
、「
良
い
」
と

判
断
さ
れ
た
囃
子
が
地
域
を
超
え
て
広
が
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
交

流
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
名
人
同
士
で
お
互
い
の
笛
の
手
を

交
換
し
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
。
祭
り
に
な
る
と
、
ほ
う

ぼ
う
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
人
た
ち
が
囃
子
の
演
奏
を
し
に
来
た
と
い
う
話

も
聞
い
た
。「
羽
田
の
金
子
寿
氏
、
翁
三
郎
氏
（
翁
会
家
元
）、
徳
持
の
沢

田
時
治
氏
、
久
が
原
の
中
島
弥
助
氏
、
横
浜
西
谷
の
星
野
谷
重
太
郎
氏
な

ど
が
毎
年
遊
び
に
来
る
。
こ
れ
ら
手
の
揃
っ
た
時
は
、
奥
の
手
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る（
（2
（

」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。
現
在
で
も
、
こ
の
よ
う
な

交
流
の
一
端
を
大
田
区
大
森
の
鷲
神
社
酉
の
市
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
地
元
大
森
だ
け
で
な
く
、
雪
ヶ
谷
や
品
川
か
ら
も
個
人
で
遊
び
に
来

て
囃
子
を
演
奏
し
て
お
り
、
別
団
体
に
所
属
す
る
五
人
が
一
つ
の
囃
子
を

演
奏
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
田
区
、
川
崎
市
の
祭
囃
子
は

所
属
団
体
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
人
の
活
動
に
重
き
を
お
い
て
交
流
を
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、「
誰
か
ら
習
っ
た
」「
誰
が
師
匠
で
あ
る
」
と
、
個
人
名

を
あ
え
て
出
す
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

三
つ
目
が
、
伝
承
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
選
ば
れ
方
で
あ
る
。
明
ら
か
に
演

奏
法
を
変
化
さ
せ
た
、
沼
部
の
鈴
木
要
三
郎
は
語
ら
れ
る
理
由
が
明
確
で

あ
る
。
ま
た
、
平
野
惣
次
郎
に
つ
い
て
も
要
三
郎
ほ
ど
の
具
体
性
は
な
い
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も
の
の
名
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
し
か

し
、三
つ
目
に
取
り
上
げ
た
橋
本
儀
助
に
つ
い
て
は
、ど
ん
な
人
物
で
あ
っ

た
の
か
、
ど
ん
な
技
量
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
橋
本
会
と
い
う
名
の
囃
子
連
が
発
足
し
、
羽
田

で
は
今
で
も
橋
本
儀
助
の
流
れ
を
汲
む
囃
子
と
自
負
し
て
い
る
。
そ
れ
は

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

橋
本
儀
助
の
弟
子
に
、
奥
島
慶
次
郎
と
い
う
人
が
い
た
。
こ
の
人
は
春

に
家
を
出
る
と
ほ
う
ぼ
う
の
祭
り
で
囃
子
や
神
楽
を
演
じ
、
冬
寒
く
な
っ

て
か
ら
帰
宅
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
、
芸
事
が
好
き
な
人
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
弟
子
、
つ
ま
り
橋
本
儀
助
の
孫
弟
子
に
、
金
子
直
吉
と
い
う

人
物
が
い
る
。
彼
の
演
奏
も
名
人
級
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

よ
り
も
大
き
な
功
績
は
戦
後
に
羽
田
の
囃
子
を
一
つ
に
ま
と
め
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
戦
前
、
羽
田
地
域
は
各
町
で
囃
子
連
が
作
ら
れ
祭
囃
子
が
盛
ん

に
演
奏
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
に
な
る
と
演
奏
す
る
人
の
数
が
減
り
衰
退

し
て
い
っ
た
。
各
町
の
囃
子
を
ま
と
め
て
交
流
を
深
め
る
た
め
、
昭
和

二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
羽
田
囃
子
保
存
会
を
組
織
し
、
金
子
直
吉
は

初
代
会
長
と
な
っ
た
。
戦
後
の
危
機
的
状
況
を
救
っ
た
金
子
直
吉
は
、
現

在
の
羽
田
の
囃
子
の
基
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
基
点
で
あ
る
直
吉
が
語

る
羽
田
の
由
来
は
、
師
匠
の
師
匠
に
つ
い
て
ま
で
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
橋

本
儀
助
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
橋
本
儀
助
の
功
績
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
功
績
が
あ
る
直
吉
の
師
匠
の
師
匠
と
い
う
存
在
だ
と
い
う
点
が

大
き
い
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
承
の
過
程
で
語
ら
れ
る
伝
承
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

は
、
鈴
木
要
三
郎
や
平
野
惣
次
郎
の
よ
う
に
実
態
を
伴
っ
て
い
る
人
物
だ

け
で
な
く
、
橋
本
儀
助
の
よ
う
に
後
世
の
人
々
が
作
り
上
げ
て
い
る
人
物

も
い
る
の
で
あ
る
。

　

大
田
区
、
川
崎
市
で
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
三
人
の
伝
承
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
以
外
に
も
、検
討
す
べ
き
人
物
が
何
人
か
い
る
。そ
の
中
の
一
人
が
、

表
2
番
と
3
番
で
登
場
す
る
煎
餅
屋
留
七
と
、
倉
本
彦
五
郎
、
三
五
郎
で

あ
る
。
彼
ら
の
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
橋
本
儀
助
と
同
様
に
ほ
と
ん
ど

聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
大
田
区
だ
け
で
な
く
品
川
区
で
も
よ
く
耳
に

す
る
名
前
で
あ
る
。
彼
ら
が
橋
本
儀
助
と
異
な
る
の
は
、
明
治
期
に
出
版

さ
れ
た
『
祭
礼
囃
子
の
由
来
』
に
そ
の
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
自
分
た
ち
の
系
譜
を
、
活
字
化
さ
れ
た
本
に
よ
っ
て
再
認
識
し
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
民
俗
芸
能
に
お
け
る
個
の
研
究
を
確
認
し
た

う
え
で
、
特
定
の
個
を
「
伝
承
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」
と
い
う
語
で
表
し
、
具

体
的
な
事
例
と
と
も
に
彼
ら
が
芸
能
の
伝
承
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
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た
の
か
論
じ
た
。
先
学
の
研
究
は
、
突
出
し
た
個
人
論
と
個
の
伝
承
者
と

民
俗
社
会
の
関
係
性
論
に
大
別
で
き
る
と
述
べ
た
が
、
い
ず
れ
も
芸
能
の

伝
承
、
審
美
性
、
芸
能
を
と
り
ま
く
社
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
内
包

し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

筆
者
が
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
伝
承
過
程
に
お
け
る
伝
承
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
の
関
わ
り
方
で
あ
る
。
な
ぜ
「
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
し
た
囃
子
」
や
「
だ
ら

し
な
く
、
行
儀
の
悪
い
囃
子
」
で
は
な
く
、「
聴
か
せ
る
囃
子
」
や
「
き

ち
ん
と
し
た
囃
子
」
に
変
容
さ
せ
た
い
と
考
え
た
の
か
、
な
ぜ
伝
承
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
の
技
量
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
、芸
能
の
種
類
に
よ
っ
て
、受
け
入
れ
ら
れ
方
に
相
違
が
あ
る
の
か
、

と
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
時
代
背
景
、
民
俗
社
会
、
伝
承
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
と
り
ま
く
環
境
な
ど
も
合
わ
せ
て
考
え
て
い
き
た
い
。
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